
  

ダムの高さ 156 メートル  2 時からの放水を楽しみに記念撮影                                    

 

参加者 10 名（敬称略） 

渡辺 信久・土井 繁紀・生江 勲・南 建輔・多田 晋・橋本 勝・小池 由美子 

 山内 浩司・安田 憲一・平野 猛 

                                                                                                                      

宮
ケ
瀬
ダ
ム
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＜催行日＞ 

令和６年 

１１月６日（水） 

C コース 

天候（曇り後晴れ） 

   

＜コース＞ 

〇厚木バスセンター 

〇バス愛川大橋 

〇石小屋ダム 

〇宮ケ瀬ダム 

〇本厚木  

 

＜担当幹事＞ 

 高橋 武久 

 平野 猛（記） 

  

一
気
に
秋
の
気
配
と
な
り
、
宮
ケ
瀬
ダ
ム
周
辺
は
紅
葉
に
は

若
干
早
い
よ
う
で
し
た
が
神
奈
川
の
水
資
源
と
水
力
発
電

の
仕
組
み
等
勉
強
し
な
が
ら
の
散
策
で
し
た
。 

水力発電所の仕組みを勉強 石小屋ダムへの流れ 

放水落下の迫力  発電機 

◇散策のヒトコマ 
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